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快速会計 for Access Ver.7.10バージョンアップ手順書 

 

★本ソフトをインストールする前に、快速会計 for Access Ver.7.00（フルセット版）をインストール

して下さい。 

快速会計 for Access Ver.7.00 および Ver.7.10 は、Access の 64 ビット版で動作します。32 ビット版

では動作しません。また、Access ランタイム（64ビット版）で利用することはできません。 

 

１．任意の場所に、ダウンロードした圧縮ファイル（KaisokuKaikei710.zip）をすべて展開します。 

  KaisokuKaikei710.zipを右クリックし、「すべて展開…」です。 

  正しく解凍しないと、正常に動作しません。 

 

２．KaisokuKaikei710 フォルダを開いて、KaisokuKaikei.accde ほか、すべてのファイルをコピーし、 

Cドライブの「快速会計」フォルダ内に貼り付けてください。 

  上書き確認が表示されますので、「はい」で上書きしてください。 

 

３．念の為、快速会計を起動する前に、「信頼できる場所」の確認をしてください。 

 C ドライブの「快速会計」フォルダが信頼できる場所に設定されていなかったら、下記の通り登録を 

 してください。 

 ① Access を単独で起動し、「ファイル」→「オプション」→「トラストセンター」→「トラストセ 

  ンターの設定」→「信頼できる場所」と進むと、任意のフォルダを「信頼できる場所」として登録 

  することができます。 

 

 ② C ドライブの「快速会計」フォルダを信頼できる場所に設定して、「サブフォルダを許可する」 

  にもチェックマークを入れて下さい。その後は、「OK」「OK」とクリックして戻ってください。 

 

 ③ 一旦、Accessを終了した後に、「快速会計」フォルダ内の KaisokuKaikei.accde をダブルクリッ 

  クして、プログラムを起動してください。 

 

 

【デスクトップにショートカットアイコンを作成する方法】 

 

KaisokuKaikei.accde ファイルを右クリックして、「送る」メニューから「デスクトップ（ショートカ

ットを作成）」を選択して下さい。 

ショートカットアイコンをダブルクリックすると、プログラムが起動します。ショートカットアイコン

を右クリックし、プロパティから「アイコンの変更」もできますので、快速会計フォルダに入っている

アイコンを選択してください。 
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Ver.7.10の主な改善点と追加機能 （ 2026/6/13 ） 

 

・免税事業者等からの課税仕入れに係る経過措置の期間を延長し、控除可能割合を段階的に引き下げる

ことになったので、それに対応して、プログラムを修正した。主に、仕訳入力伝票の付箋に自動的に文

言を記入する処理の変更。 

例：70％控除対象、30％控除対象の文言の追加 

 

・税区分別取引集計表のコンボボックスほか、各パーツの動作と表示関連を、経過措置の期間延長に対

応して修正した。若干のデザイン変更。 

 

・税区分別取引集計表のプリントのデザインを、控除可能割合の段階的引き下げにあわせて変更した。 

 

・「マスタ登録」→「仕訳ひながたの登録」フォームの「注意書」で、上記の経過措置の変更に合わせ

て、注意喚起のための文章を変更した。 

 また、「注意書」の設定変更に応じて、注意喚起のダイアログの表示／非表示の動作を改善した。 

 

・振替伝票の右下にある、「AllYes」「AllNo」のコマンドボタンをクリックしたときの動作を改良した。

上記の経過措置の変更に対応。 

 

・合計残高試算表フォームに、「プレビュー 130%」のコマンドボタンを設けた。以前よりも高い倍率で

プレビューができる。 

 

・出金伝票高速入力フォームで、デザイン変更をした。フォーム上部にある文字の大きさや、テキスト

ボックスの位置・サイズなどを改善した。 

  また、フォーム下部のファンクションキーの右端に、大きな「行コピー」のコマンドボタンを新設し

た。F8キーと同じ機能だが、「行コピー」をよく使うことと、F8キーを挟む左右のファンクションキー

が削除機能をもたせたキーなのでトラブル回避のための新設である。 

 

・振替伝票と修正等専用伝票の右下、差額のテキストボックスの幅を広げて、差額表示が「#########」

（桁溢れ）とならないようにした。 

 

・補助科目リストの「税区分」表示のテキストボックスの幅を広げて、「##」（桁溢れ）とならないよ

うにした。 

 

・これまで導入処理では、会社基本情報の入力フォームを開く段階まで行くとキャンセル不可だったが、

予期せぬエラーに対処するため、会社基本情報の入力をキャンセルできるようにした。また、全項目必

須入力の画面では、入力漏れチェックを行って、その先のエラーを防ぐようにした。 

 


